
　

              次回、扇川・鎌倉街道観桜歴史散策会　４月２日（土）　～緑文化小劇場前 9時50分集合

大高酒蔵開きと城下町散策会
開催日：　　 平成28年2月28日（日） 散策出発時間：10:30~, 11:30~, 12:30~, 13:30~ （4回）
集合場所：　山盛酒造蔵開き会場前 (酒蔵見学と試飲は散策出発前にお願いします）　散策時間：約１時間
参加費：     100円（散策会諸経費） 主催：緑区ルネッサンスフォーラム

山盛酒造 明治二十年 （188６）創業

銘柄：「鷹の夢」（一富士二鷹三茄子に懸けてつけられた）

「浮かれ猩々」

「酔笑人」（草薙の剣が熱田神宮に戻った事を祝った）

萬乗醸造 寛政三年 （1791）創業

（登録有形文化財） 酒蔵開きなし

銘柄：「醸し人九平次」

「酒望子」 等々

外観見学のみ

春江院 弘治二年（１５５６）創建（登録有形文化財） 山門下説明のみ
大高城主水野大膳が父の和泉守忠氏の菩提の為に建立した。境内の本堂は文政十三年（１８３０年）、鐘楼は慶応元年（１８６５年）に再

建された。不老閣、観音堂、弁財天堂などがある。書院は有松絞りの開祖、竹田庄九郎宅にあったが明治十二年（１８７９年）に移築さ

れた。狩野永秀作「しらさぎ」の襖絵がある。

大高城址（国指定史跡）
築城年代は不詳であるが、永正年間（１５０４年

～１５２１年）の頃に土岐氏の守護代出の花井備

中守が居城。天文弘治（１５３２年～１５５７年）に

は水野大膳が居城した。桶狭間の戦いの頃に

松平元康（後の徳川家康）が兵糧入れに成功

した。元康も束の間の城主であった。

大高駅 明治十九年（1886）

県内で最初に設けられた鉄道駅（大高、武豊、半田、亀

崎、緒川、熱田）の１つ。当時は駅舎が無く切符の販売は

駅前の個人宅で販売。明治二十二年（1889）東海道本線

が全通した。

観音寺の古井戸

豊富な伏流水が湧いていた。

この地に廃寺の観音寺が

あったのでその名がついた。

以前は酒造りの水として使

用されていた。

御注意

当日駐車場はありません。

違法駐車、飲酒運転および火気

（タバコ）は厳禁です。

秋葉社 祭神は火之迦具土神（防火の神）

寛政十二年（１８００年）勧請（常夜灯には明和

七年（１７７０年）となっている）。江戸時代この

辺りは町の中心地で高札場があった。

弥陀寺

新町西口地蔵尊

大高菜栽培地

江明公園◎

◎

◎

神の井酒造 安政三年 （１８５６）創業

銘柄：「神の井」（氷上姉子神社に因み

神の井があるという）

「荒ばしり」

「寒九の酒」 等々


